


平成24年度

事業計画
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■会費　■事業収入　■補助金等　■負担金等
■繰入金　■繰越金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計　
■特定退職金共済制度特別会計　■各種事業特別会計

■まちづくり特別会計　
■中小企業再生支援協議会特別会計

支出構成

支出構成 (会計別）

■事業費　■人件費　■管理費等　■繰出金

平成24年度事業収支予算
（平成24年４月１日～平成25年3月31日）

宇都宮商工会議所の新年度事業計画、収支予算が決定！

特集 1 ／平成 24 年度事業計画・収支予算

23 April  2012

　

地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
に
対
し
、

個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の
克
服
に
向
け
、
外

部
専
門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
各
種

支
援
施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
企
業
の
体

質
強
化
や
成
長
を
推
進
す
る
。

①　

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談

の
強
化

②　

中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業

③　

経
営
技
術
強
化
支
援
事
業
（
エ
キ
ス
パ
ー

ト
バ
ン
ク
事
業
）
に
よ
る
専
門
家
派
遣

④　

経
営
サ
ポ
ー
ト
隊
事
業
に
よ
る
相
談
・
支

援
体
制
の
確
保

⑤　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員
に
よ
る
地

域
・
企
業
と
の
連
携
強
化

⑥　

税
務
指
導
（
記
帳
代
行
、記
帳
継
続
指
導
、

決
算
代
行
、
納
税
相
談
）
の
実
施

⑦　

専
門
相
談
（
税
務
相
談
、
発
明
相
談
、
法

律
相
談
、
不
動
産
鑑
定
相
談
）
の
実
施

⑧　

知
的
財
産
権
相
談
の
実
施

⑨　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
普
及
促
進

⑩　

経
営
指
導
員
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
及
び
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
の
向
上

①　

創
業
塾
の
開
催

②　

中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業

（
再
掲
）

③　

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談

の
強
化
（
再
掲
）

④　

創
業
者
向
け
各
種
融
資
制
度
の
斡
旋

①　

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経

貸
付
）

②　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
（
会

員
限
定
特
別
融
資
制
度
）

③　

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証
制
度

①　

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

②　

経
営
安
定
特
別
相
談
室

　

当
所
は
、
３
月
19
日︵
月
︶に
第
４
回
常
議
員
会
並
び
に
通
常
議
員
総
会
を
開

催
し
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど
を
議
決
し
ま
し
た
。

　

企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
、﹁
企
業
活
力
の
強
化
﹂﹁
地
域

経
済
の
活
性
化
﹂﹁
政
策
提
言
・
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化
﹂を
中
心
に
、
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

① 

多
様
な
業
種
構
成
に
よ
る
地
域
総
合
経
済

団
体
で
あ
る
商
工
会
議
所
の
特
性
を
活
か

し
、
多
角
的
・
多
面
的
な
業
種
横
断
的
連

携
交
流
を
促
進
す
る
。

② 

部
会
、
委
員
会
、
女
性
部
、
青
年
部
、
振

興
委
員
等
の
活
動
を
強
化
し
、
商
工
会
議

所
の
機
能
の
向
上
を
図
る
。

③ 

国
な
ど
の
各
種
支
援
施
策
を
活
用
し
て
、

企
業
の
経
営
力
向
上
を
支
援
す
る
。

④ 

賑
わ
い
創
出
事
業
を
通
し
て
、
中
心
市
街

地
や
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。

⑤ 

会
員
事
業
所
訪
問
を
強
化
し
、
現
場
に
立

脚
し
た
商
工
会
議
所
活
動
を
推
進
す
る
。

⑥ 

会
員
や
地
域
の
意
見
・
要
望
を
集
約
し
、

行
政
等
に
対
し
て
提
言
・
要
望
活
動
を
積

極
的
に
実
施
す
る
。

⑦ 

行
政
、
大
学
・
研
究
機
関
、
他
の
経
済
団

体
等
と
の
連
携
強
化
を
図
る
。

⑧ 

国
の
委
託
事
業
な
ど
の
施
策
を
積
極
的
に

活
用
す
る
。

　

さ
ら
に
、
中
期
事
業
計
画
の
実
効
性
を
高

め
る
財
政
的
な
裏
付
け
と
、
本
商
工
会
議
所

の
健
全
で
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
目

的
に
、
平
成
22
年
度
に
改
定
し
た
中
長
期
財

政
計
画
に
基
づ
く
財
政
運
営
を
図
る
。

基
本
方
針

宇都宮商工会議所の新年度事業計画、収支予算が決定！

特集 1 ／平成 24 年度事業計画・収支予算

特集1 ／ 平成24年度事業計画・収支予算

役員・議員が出席
して 開 催 さ れた、
通常議員総会並び
に第4回常議員会

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の

新
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
が
決
定
！

柱は「企業活力の強化」
「地域 経済の活性化」
「政策提言・組織・財政
基盤の強化」

企
業
活
力
の
強
化

経
営
相
談
支
援
の
推
進

1

創
業
支
援
体
制
の
強
化

2

金
融
支
援
の
推
進

3

企
業
再
生
支
援
の
促
進

4



(前　総務部部長　参事)

昇任

昇任

新規
採用

昇任

●事務局長 兼
　総務部部長　参事　 金子　　敏

(前  総務部　副主幹)
(前（特）宇都宮まちづくり推進機構　出向)

●地域振興部　主幹 清嶋　眞智子

(前  経営支援部　副主幹)

●総務部　副主幹 阿部　訓久

(前  総務部　副主幹)
(前  宇都宮観光コンベンション協会　出向)

●総務部　副主幹 鈴木　　毅

(前  総務部　主査)

●総務部　副主幹 野沢　恭久

(前  地域振興部　主査)

●総務部　主査
　宇都宮観光コンベンション協会  出向 中島　寿典

(前  総務部　主任主事)

●経営支援部　主任主事 平山　英明

(前  総務部　主任主事)

●総務部　主任主事
  （特）宇都宮まちづくり推進機構 出向 川村　成仁

(前  総務部　主事)

●地域振興部　主事 田中　　亘

●総務部　主事 岡﨑　　慧

(前  地域振興部　主幹)

●地域振興部　主任
　ジョブカード事業担当

黒後　忠利

職員の人事異動
（平成２4年４月１日付）

宇都宮商工会議所の新年度事業計画、収支予算が決定！

特集 1 ／平成 24 年度事業計画・収支予算

45 April  2012

③　

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
普
及
促
進

④　

 

Ｍ
＆
Ａ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
啓
発
普
及

①　

各
種
検
定
試
験
の
実
施

②　

新
入
社
員
講
習
会
の
開
催

③　

初
級
簿
記
講
座
の
開
催

④　

優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

⑤　

宇
都
宮
珠
算
連
盟
への
支
援

①　

Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
事
業
の
推
進
（
中
小
企
業

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
の
活
用
）

②　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
情

報
処
理
推
進
機
構
委
託
事
業
）

③　

Ｉ
Ｔ
専
門
家
の
発
掘
と
確
保

①　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
・
登
録
普
及
事
業

の
推
進

②　

事
業
所
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
事
業
の

推
進

③　

環
境
に
や
さ
し
い
優
良
企
業
認
定
事
業
の

推
進

④　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
受
託
事
業

⑤　

汚
染
負
荷
量
賦
課
金
徴
収
業
務
受
託
事
業

①　

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
加
入
推
進

②　

個
人
保
険
（
総
合
保
険
、
年
払
保
険
等
）

の
加
入
促
進

③　

そ
の
他
の
保
険
・
共
済
制
度
の
加
入
推
進

④　

特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
加
入
推
進

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
へ
の
支

援
、
及
び
広
域
か
ら
の
集
客
を
促
進
す
る
観
光

交
流
事
業
に
取
り
組
み
地
域
商
業
の
振
興
を
図

る
。
ま
た
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
産
学

官
連
携
・
農
商
工
連
携
を
推
進
し
、
新
し
い
も

の
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

①　

空
き
店
舗
対
策
事
業
（
中
心
商
業
地
新
規

出
店
促
進
事
業
）
の
促
進

②　

中
心
商
店
街
等
販
売
促
進
支
援
事
業
（
個

店
力
強
化
事
業
）
の
実
施

③　

宮
の
市
（
商
業
祭
）
の
実
施

④　

中
心
市
街
地
広
域
ソ
フ
ト
支
援
事
業
の
推
進

⑤　

宇
都
宮
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
へ

の
参
画

⑥　

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
への
支
援

⑦　

商
店
街
振
興
事
業
（
宇
都
宮
市
商
店
街
連

盟
への
支
援
）

⑧　

宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連
合
会
支
援
事
業

⑨　

商
店
街
通
行
量
実
態
調
査
の
実
施

⑩　

商
業
経
営
改
善
支
援
事
業
の
実
施

⑪　

宇
都
宮
地
域
商
業
振
興
協
議
会
へ
の
支
援

⑫　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
出
店

への
対
応

①　
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

推
進

②　

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
「
宮
カ
フ
ェ
」
の

管
理
・
運
営
事
業

③　

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
の
開
催

④　

お
も
て
な
し
事
業
の
推
進

⑤　

宇
都
宮
餃
子
祭
り
へ
の
支
援

⑥　

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
へ
の
支
援

⑦　
フェス
タ
i
n
大
谷
へ
の
支
援

⑧　

北
関
東
三
県
交
流
事
業
の
実
施

①　

産
学
官
連
携
推
進
事
業
（
う
つ
の
み
や
産

学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
推
進

②　

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
推

進

③　

新
名
産
品
開
発
事
業（
宇
都
宮
雷
都
物
語
）

の
推
進　

④　

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
集
積
推
進
事
業

に
よ
る
新
技
術
開
発
及
び
新
産
業
創
出
支

援

⑤　

食
品
業
界
交
流
会
事
業
の
支
援

⑥　

異
業
種
交
流
事
業
（
み
や
み
ら
い
21
、
宇

都
宮
創
游
倶
楽
部
）
への
支
援

⑦　

ザ
・
商
談
！ 

し
・
ご
・
と
発
掘
市
に
よ
る
取

引
拡
大
の
支
援　

⑧　

貿
易
関
係
証
明
等
発
給
事
業
の
実
施　

⑨　

Ｊ
Ａ
Ｎ
メ
ー
カ
ー
コ
ー
ド
受
託
事
業
の
普
及

促
進

⑩　

工
業
団
地
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

①　

青
年
部
事
業
の
支
援

②　

女
性
部
事
業
の
支
援

③　

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
事
業
（
中
心
商
店

街
等
販
売
促
進
支
援
事
業
）（
再
掲
）

④　

起
業
家
精
神
再
発
見
事
業
２
０
１
２

⑤　

小
規
模
事
業
者
の
人
材
育
成
事
業
の
推
進

①　

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
普
及
促
進
事
業
の
実

施

②　

労
働
保
険
事
務
組
合
事
業
の
支
援

③　

若
年
者
地
域
連
携
事
業
の
強
化

④　

宇
都
宮
地
区
雇
用
協
会
への
支
援

⑤　

新
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
の
推
進

⑥　

外
国
人
研
修
生
受
入
れ
事
業
の
実
施

⑦　

労
働
条
件
実
態
調
査
の
実
施

　

会
員
や
地
域
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
幅
広
く

反
映
さ
せ
、
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
行
政
等
に
対
し
て
積
極
的
な
政
策
提
言
活

動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
安
定
し
た
事
業
運
営

を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
会
員
組
織
の
拡
大
と

財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

①　

国
・
県
への
建
議
・
要
望
活
動

②　

市
への
建
議
・
要
望
活
動

③　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
通
信
、
公
共
交
通
等
に
関

す
る
企
業
への
要
望
活
動

①　

入
会
推
進
事
業
の
展
開

②　

部
会
活
動
の
充
実

③　

委
員
会
活
動
の
充
実

④　

職
員
に
よ
る
全
会
員
事
業
所
へ
の
訪
問

⑤　

会
員
管
理

⑥　

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
研
修
会

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の

新
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
が
決
定
！

柱
は
「
企
業
活
力
の
強
化
」「
地
域
経
済
の
活
性
化
」

「
政
策
提
言
・
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化
」

あいさつをする北村会頭

⑦　

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
技
術
研

修
会

⑧　

中
小
企
業
支
援
機
関
と
の
連
携
強
化

①　

会
報
「
天
地
人
」
の
発
行

②　

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
発
信

③　

会
員
Ｅ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
（「ｅ-

天
地

人
」）
の
拡
充

④　

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
手
帳
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
発

刊
配
布

⑤　

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
う
つ
の
み
や
マッ
プ
」

か
ら
の
地
域
情
報
の
発
信

⑥　

デ
ー
タ
マッ
プ
の
作
成
と
情
報
提
供

⑦　

県
内
商
工
会
議
所
統
一パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

事
業

⑧　

中
小
企
業
景
況
調
査
の
実
施
及
び
調
査
結

果
の
提
供

⑨　

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
調
査
（
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
調
査
）
の
実
施
及
び
調
査
結
果
の
提

供

①　

会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
会
員
交
流
事
業
な

ど
）
の
構
築

②　

会
員
交
流
会
（
仮
称
：
会
員
企
業
ビ
ジ

ネ
ス
見
本
市
）
の
開
催

③　

会
員
企
業
チ
ラ
シ
・
カ
タ
ロ
グ
等
展
示
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
管
理

④　

会
報
「
天
地
人
」
有
料
折
り
込
み
チ
ラ
シ

事
業
の
実
施

ガンバロウ宇都宮宣言！

商工会議所は、

みんなのヤル気を応援します

人
材
確
保
・
育
成
の
支
援

5

情
報
活
用
支
援
の
推
進

6

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

7

福
利
厚
生・
リ
ス
ク
対
策
の
促
進

8

地
域
商
業
の
振
興
促
進

1

建
議・
要
望
活
動
の
充
実

1

組
織・
財
政
基
盤
の
強
化 

2

広
報
広
聴
活
動
の
充
実

3

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

4

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

2

雇
用
の
促
進
支
援

5

も
の
づ
く
り・
販
路
拡
大
支
援
の
推
進

3

ひ
と
づ
く
り
支
援
の
推
進

4

地
域
経
済
の
活
性
化

政
策
提
言
・
組
織
・

財
政
基
盤
の
強
化
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新入社員研修

　
〈
人
事
〉
を
事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
現

在
、
県
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
㈲
エ
フ
ァ
の
菊

地
社
長
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
長
年
、
新
入
社

員
研
修
も
手
が
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
社
員
研
修
に
当
た
っ
て
の
、
い
く
つ
か
の

ポ
イ
ン
ト
を
聞
く
と
、

　
「
研
修
実
施
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
当
社
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
、
企
業
様
の
状
況
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご

提
案
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
私
ど
も
の
経
験
の
中
か
ら
、
見
落

と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
り
、
ま
だ
認
知
度
が
低
か
っ

た
り
す
る
こ
と
を
、
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
、
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
最
近
の
若
い
人
の
傾
向
と
し
て
、
自
分
で
納

得
し
な
い
と
行
動
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
が
、
挙

げ
ら
れ
ま
す
」
と
指
摘
す
る
菊
地
社
長
。

　
「
例
え
ば
、
言
葉
で
い
く
ら
『
あ
い
さ
つ
は
重

要
で
す
』
と
教
え
て
も
、
そ
れ
が
何
故
な
の
か

を
納
得
で
き
な
い
と
、
身
に
付
き
ま
せ
ん
」

　
い
わ
ゆ
る
〈
気
づ
き
〉
ま
で
持
っ
て
行
く
た
め

に
は
、
教
え
る
時
に
、
な
る
べ
く
具
体
例
を
織

り
交
ぜ
る
こ
と
、
重
要
性
を
実
際
に
体
感
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
（
ゲ
ー
ム
形
式
の
導
入
な
ど

実
践
的
な
教
え
方
）
な
ど
が
必
要
と
の
こ
と
。

　
「
一
度
納
得
で
き
れ
ば
、
明
ら
か
に
考
え
方
や

行
動
が
変
わ
って
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
指
導
す

る
側
も
あ
せ
ら
ず
時
間
を
か
け
て
、
き
ち
ん
と

教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」

　
「
前
の
ポ
イ
ン
ト
に
出
た
〈
納
得
〉
と
も
関
係

し
ま
す
が
、
電
話
応
対
ひ
と
つ
と
って
も
、『
こ
う

や
れ
、
あ
あ
や
れ
』
で
は
、
ダ
メ
な
の
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
が
な
ぜ
重
要
な
の
か
、
仕
事
の
流
れ

の
中
で
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
な
ど
、
常
に

全
体
を
把
握
で
き
る
よ
う
な
教
え
方
が
、
大
切

で
す
」

　

も
ち
ろ
ん
、
ま
ず
は
や
ら
せ
て
み
て
、
し
ば
ら

く
経
っ
て
か
ら
そ
の
意
味
を
教
え
る
と
い
う
や
り

方
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、
後
で
教
え

る
際
に
、
で
き
る
だ
け
全
体
が
把
握
で
き
る
教

え
方
が
必
要
で
す
。

　
「
仕
事
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
お
互
い
に

関
連
し
て
い
る
も
の
で
す
。
よ
く
『
１
を
聞
い
て

10
を
知
る
』
と
言
い
ま
す
が
、
１
と
い
う
〈
点
〉

を
身
に
つ
け
た
人
が
、
そ
こ
か
ら
別
の
〈
点
〉

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
関
連
性
を

理
解
し
な
い
と
難
し
い
で
し
ょ
う
。
身
に
付
い
た

〈
点
〉
同
士
を
結
び
つ
け
ら
れ
れ
ば
、〈
点
〉
が

〈
線
〉
に
な
り
〈
面
〉
に
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。

そ
う
で
き
る
よ
う
な
指
導
が
、
大
切
で
す
」

　

菊
地
社
長
が
心
が
け
て
い
る
の
は
、
人
の
持
つ

〈
見
る
力（
観
察
力
）〉と〈
聴
く
力（
傾
聴
力
）〉

を
引
き
出
す
こ
と
。
観
察
す
る
こ
と
、
考
え
る

こ
と
、
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
、
指
導
の
目
的
の
ひ
と
つ
だ
と
、
菊

地
社
長
は
言
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
体
験
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
例

を
出
し
て
教
え
る
の
も
、効
果
的
で
す
。

教
科
書
的
で
は
な
い
、
現
場
か
ら
出
た

実
例
に
は
、若
い
人
た
ち
も
興
味
を
持
っ

て
聞
い
て
く
れ
ま
す
」

　

と
は
いっ
て
も
「
自
分
の
体
験
」
＝

「
自
慢
話
」
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
こ
と

も
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　
「
成
功
例
よ
り
も
失
敗
例
の
方
が
、

受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
で
す
ね
。
自
慢

話
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
仲

間
同
士
で
も
自
慢
話
は
嫌
わ
れ
る
も
の

で
す
。
ま
し
て
や
上
下
の
関
係
で
は
、

成
功
例
＝
自
慢
、
と
と
ら
れ
か
ね
ま

せ
ん
」

有限会社 エファ
代表取締役 菊地理恵
設立／平成11年５月

住所／宇都宮市滝谷町18-７
☎６３９-１０２０

http://www.efa-co.jp

　社員教育は経営者にとって、いつでも大きな問題
です。特に新しく入ってきた若者たちを、どうやっ
て一人前の社会人、会社人に鍛えていくか ―
ご苦労なさっている方も多いのでは？　
　そこで、人事戦略コンサルティングの一環として
社員研修を手がける、㈲エファの菊地理恵社長に、
必須ポイントをうかがいました。

 企業を支える
 人材を創る
“新入社員研修”を！

㈲エファ 菊地理恵社長が教える、
 ４つのポイント

　

昔
話
（「
私
の
若
い
頃
は
、
こ
う
だ
っ
た
。
そ

れ
に
引
き
か
え
、
今
の
君
た
ち
は
云
々
」
な
ど
）

も
、
で
き
る
だ
け
し
な
い
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
経
験
を
伝
え
る
場
合
、
ど
う
し
て

も
昔
話
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合
は
、
注
意
し
て
話
す
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　
「
こ
れ
は
、広
く
言
え
ば
〈
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
〉

の
問
題
で
す
。
上
司
部
下
間
に
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
成
立
し
て
い
れ
ば
、
少
々
昔
話
や

自
慢
話
を
し
て
も
、
す
ぐ
に
嫌
わ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」

　

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

互
い
に
信
頼
関
係
が
で
き
て
い
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
つ
ま
り
、
社
内
の
雰
囲
気
や
社
風
、
企
業

文
化
な
ど
が
、
き
ち
ん
と
醸
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ど
ん
な
に
て
い
ね
い
な
新
入
社
員
研
修
を
行

な
っ
て
も
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
身
に

付
い
て
く
れ
る
こ
と
は
、
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

人
材
研
修
を
多
く
手
が
け
、
豊
富
な
経
験
を

持
つ
菊
地
社
長
は
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
研
修
を

実
施
す
る
重
要
性
を
強
調
し
ま
す
。

　
「
４
月
に
新
人
研
修
を
行
な
っ
た
場
合
、
で
き

れ
ば
７
月
、
８
月
頃
ま
で
に
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

研
修
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
自
分
が

教
わ
っ
た
こ
と
が
、
実
際
の
現
場
で
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。
役
に
立
っ
た
の
か
、
立
た
な
か
っ
た
の
か
。

自
分
の
受
け
た
研
修
内
容
の
意
味
を
、
ど
ん
な

ふ
う
に
把
握
し
て
、そ
こ
か
ら
ど
う
工
夫
し
た
か
。

い
ろ
い
ろ
な
チ
ェッ
ク
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
身
に
付

く
度
合
い
が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
」

　

大
き
な
企
業
で
は
研
修
カ
リ
キ
ュラ
ム
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
、ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

で
す
が
、
中
小
企
業
の
現
場
で
は
、
日
常
業
務

が
忙
し
い
、
担
当
す
る
人
材
が
い
な
い
な
ど
の
理

由
か
ら
、
な
か
な
か
実
施
で
き
ず
に
い
る
よ
う
で

す
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
中
で
個
別
に
行
な
う
の
が
精
一
杯

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
「
せ
っ
か
く
行
な
っ
た
研
修
を
無
駄
に
し
な
い
た

め
に
も
、
少
し
の
時
間
や
労
力
を
割
い
て
実
施
す

る
こ
と
を
、ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。
私
ど
も
エ
フ
ァ

も
、
お
手
伝
い
し
ま
す
」

　
　
　
　

　
「
人
は
石
垣
、
人
は
城
」
と
の
言
葉
に
あ
る
よ

う
に
、企
業
を
支
え
る
の
は
、優
秀
な
人
材
で
す
。

新
人
研
修
や
キ
ャ
リ
ア
研
修
な
ど
、
企
業
が
人

材
研
修
に
力
を
入
れ
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
す
。

　

特
に
、
企
業
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
助
け

と
な
る
〈
新
入
社
員
研
修
〉
は
、
研
修
を
受
け

る
本
人
だ
け
で
な
く
、
企
業
に
と
っ
て
も
重
要
な

節
目
の
研
修
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
、
自
社
に
合
っ
た
研
修
を
行
い
、
優
れ
た

人
材
を
育
成
し
て
く
だ
さ
い
。

３月16日（金）に開催された、当所主催の新入社員講習会（講師は菊地社長）

「理解させる」ではなく
「納得させる」指導が大切

全体が把握できるように
指導する

昔話、自慢話は禁物

アフターフォローが重要

ポイント１

ポイント 2

ポイント 3

ポイント 4

「
理
解
さ
せ
る
」
で
は
な
く

「
納
得
さ
せ
る
」
指
導
が
大
切

ポイント

1

全
体
が
把
握
で
き
る
よ
う
に

指
導
す
る

ポイント

2

昔
話
、

自
慢
話
は
禁
物

ポイント

3

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が
重
要

ポイント

4

㈲エファ 菊地理恵社長
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問合せ

　平成 24 年度の商工会議所の会費につきましては、5月1日（火）に
指定の口座から引き落としをさせていただきますので、よろしくお願いします。
　また、銀行窓口においてお振り込みの方には、後日ご案内を送付します。
　なお、会費の口座振替をご利用の方で、領収書をご希望される方は、ご面倒
をおかけしますが、総務部までご連絡ください。
（以前申し込まれた方は、平成 24 年度につきましても発行します）

会費の口座引き落としについて

宇都宮商工会議所

 会員の皆様へ
お知らせ
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女
性
部
だ
よ
り

　

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
拡
大
理
事
会
等
が
３
月
２
日

（
金
）、
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
務
・
政
策
・
広
報
・
企
画
調
査

合
同
委
員
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
被
災
地
の

９
女
性
会
の
方
々
か
ら
、
当
時
の
状

況
や
女
性
会
と
し
て
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
後
の
総
括
と
し
て
、
今

後
と
も
全
国
の
女
性
会
が
一
丸
と
な

り
、
共
生
・
調
和
の
精
神
で
息
の
長

い
支
援
を
改
め
て
誓
う「
仙
台
ア

ピ
ー
ル
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
仙
台
ア
ピ
ー
ル
」で
は
、
私
た
ち

女
性
会
は
引
き
続
き
、
被
災
地
の

雇
用
の
維
持
・
拡
大
や
企
業
の
業

務
再
開
・
拡
大
、
お
よ
び
被
災
地

の
早
期
復
興
に
向
け
て
、
商
工
会
議

所
や
同
青
年
部
、
関
係
団
体
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

（
被
災
地
産
品
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
、
被
災
地
の
観

光
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
被
災
地
で
の
会
議
・

イ
ベ
ン
ト
・
視
察
の
企
画
・
参
加
等
）

を
継
続
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
32（
２
０
２
０
）年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
日
本
で
開
催
す

る
た
め
の
招
致
活
動
に
関
し
て
の

　

水
戸
商
工
会
議
所
青
年
部
主
催

「
ご
当
地
グ
ル
メ
ま
つ
り 

ｉ
ｎ 

Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｏ（
み
と
ぐ
る
）」が
３
月
11
日

（
日
）水
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
当
所

青
年
部
も
参
加
協
力
し
ま
し
た
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
開
催
さ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
今
般
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
念
す
る

意
味
も
込
め
ら
れ
、
主
催
す
る
水

戸
商
工
会
議
所
青
年
部
メ
ン
バ
ー

の
熱
意
が
充
分
伝
わ
っ
た
、
す
ば

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
だ
け

で
な
く
、
地
元
水
戸
市
で
活
躍
す

る
子
ど
も
た
ち
の
歌
・
踊
り
の
ス

テ
ー
ジ
や
、
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
イ

バ
ラ
イ
ガ
ー
」の
シ
ョ
ー
な
ど
も
催

さ
れ
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
所
青
年
部
で
は
、
宇
都
宮
親

善
大
使
と
と
も
に
宇
都
宮
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
宇
都
宮
・
水
戸
・
前
橋

商
工
会
議
所
青
年
部
と
連
携
・
開

発
し
た「
き
た
か
ん
餃
子
」の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。「
き
た
か
ん
餃
子
」

は
イ
ベ
ン
ト
終
了
時
刻
を
待
た
ず

し
て
完
売
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
３
月
11
日
で
あ
り
、

ご
来
場
者
の
方
を
含
め
会
場
に
い

る
全
員
が
２
時
46
分
に
黙
と
う
を

さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
前
橋

で
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
に
引
き
続

き
、
今
回
の
水
戸
商
工
会
議
所
青

年
部
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
協
力
で

き
た
こ
と
で
、
北
関
東
の
３
つ
の

商
工
会
議
所
青
年
部（
宇
都
宮
・
水

戸
・
前
橋
）の
連
携
は
、
こ
の
１
年

を
経
て
さ
ら
に
深
ま
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

（
地
域
交
流
活
性
化
委
員
会

                   

委
員
長　

宮
田  

和
彦
）

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目

指
す
日
本
人
に
と
っ
て
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
は
明
確
な
目
標
と
団
結
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
や
若
者
に
、
日
本
人
と
し

て
の
誇
り
や
希
望
を
持
っ
て
も
ら
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

招
致
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
国
内

に
お
け
る
機
運
醸
成
が
必
要
と
の
こ

と
で
、
女
性
会
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
所
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

会
議
翌
日
は
仙
台
市
沿
岸
部
を
視

察
し
た
後
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
仙
台
工

場
を
見
学
し
、
地
震
直
後
の
映
像
を

交
え
な
が
ら
、
被
害
状
況
等
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は
ビ
ー
ル
タ

ン
ク
も
稼
働
を
始
め
、
ビ
ー
ル
を
製

造
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

今
回
拡
大
理
事
会
等
に
参
加
し
、

改
め
て
私
た
ち
女
性
会
会
員
や
女
性

経
営
者
と
し
て
の
役
割
を
考
え
さ
せ

ら
れ
、
被
災
さ
れ
た
方
た
ち
の
強
い

復
興
の
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
日
本
が

し
っ
か
り
と
し
た
絆
で
結
ば
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
　
　
　

 （
副
会
長　

新　

由
美
子
）

水
戸
商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
に
参
加
協
力

青
年
部
だ
よ
り

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

拡
大
理
事
会
等
に
参
加

女
性
部
だ
よ
り

４
部
会
合
同
視
察
研
修
会

　

一
般
工
業
部
会
、
金
属
工
業
部
会
、

食
品
工
業
部
会
、
建
設
部
会
は
合

同
で
３
月
７
日（
水
）、「
都
市
防
災
」

を
テ
ー
マ
に
視
察
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
部
会
員
17
人
が
参
加

し
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
の
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎

内
に
あ
る「
防
災
対
策
室
」、
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
、
首
都
圏
外
郭
放

水
路
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

合
同
庁
舎
防
災
対
策
室
で
は
、
防

災
対
策
官
か
ら
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
の
特
性
と
被
災
状
況
を
も

と
に
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
た
だ
き
、
国
土
の
構
造

と
災
害
、
関
東
地
方
整
備
局
の
体

制
や
取
組
状
況
な
ど
、
大
災
害
へ
の

備
え
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

首
都
圏
外
郭
放
水
路
は
、
埼
玉

県
内
の
中
小
河
川
か
ら
流
れ
込
む
水

を
集
め
、
江
戸
川
に
流
す
た
め
に
作

ら
れ
た
世
界
最
大
級
の「
洪
水
対
策

施
設
」で
す
。
平
成
14
年
の
部
分
通

水
か
ら
平
成
22
年
11
月
時
点
で
、
60

回
の
洪
水
調
節
実
績
が
あ
り
ま
す
。

河
川
か
ら
洪
水
を
取
り
入
れ
る「
流

入
施
設
」と「
立
坑
」「
ト
ン
ネ
ル（
地

下
水
路
）」「
調
圧
水
槽
」な
ど
の
施

設
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
中
で
も
巨

大
な
調
圧
水
槽
は「
地
下
神
殿
」と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
調
圧
水

槽
の
内
部
が
見
学
で
き
ま
し
た
。

１
１
６
段
の
階
段
を
降
り
、
長
さ

１
７
７
ｍ
、
幅
78
ｍ
、
高
さ
18
ｍ
に

及
ぶ
調
圧
水
槽
の
底
に
立
つ
と
空
気

が
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
て
、
重
さ

５
０
０
ト
ン
の
柱
が
天
井
を
支
え
る

様
子
は
、
壮
観
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は「
都
市
防
災
」

と
い
う
視
点
で
開
催
し
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
は「
災
害
が
起
き
て
か

ら
ど
の
よ
う
に
対
策
を
取
っ
た
か
、

よ
く
理
解
で
き
た
。
震
災
後
の
地
盤

調
査
等
は
既
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
災
害
が
起
き
る
前
に
ど
の
よ
う

に
防
ぐ
か
の
対
策
が
見
え
る
と
良
い

と
思
っ
た
」な
ど
の
意
見
も
出
て
、
今

後
の
防
災
を
考
え
る
上
で
有
意
義
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

都
市
防
災
を
テ
ー
マ
に
視
察
研
修
会
を
開
催

視察研修会に参加したメンバー（首都圏外郭放水路にて）

商
業
小
売
部
会
・
宇
都
宮
市
商
店
街
連
盟 

合
同
視
察
研
修
会

　

商
業
小
売
部
会（
柿
沼
賢
部
会

長
）と
宇
都
宮
市
商
店
街
連
盟（
斎

藤
高
藏
会
長
）は
２
月
29
日（
水
）、

合
同
視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
部
会
員
と
連
盟
会
員
、
総
勢

32
人
が
参
加
し
、
有
楽
町
マ
リ
オ
ン

（
ル
ミ
ネ
有
楽
町
店
・
阪
急
メ
ン
ズ

ト
ー
キ
ョ
ー
）、
亀
戸
駅
周
辺
商
店

街
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

西
武
有
楽
町
店
跡
に
開
業
し
た

ル
ミ
ネ
有
楽
町
店
は
、
20
代
後
半

か
ら
30
代
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

シ
ョ
ッ
プ
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
プ

ラ
イ
ス
ゾ
ー
ン
は
高
め
で
、
食
品

街
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
隣
接

す
る
阪
急
メ
ン
ズ
・
ト
ー
キ
ョ
ー

の
テ
ナ
ン
ト
構
成
は
、
海
外
高
級

ブ
ラ
ン
ド
が
多
く
、
立
地
に
ふ
さ

わ
し
い
高
級
感
と
品
揃
え
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
亀
戸
駅
周
辺
の
亀
戸
香
取

勝
運
商
店
街（
勝
運
ひ
ろ
ば
）に
お
い

て
、
富
永
会
長
と
長
束
事
務
局
長
か

ら
商
店
街
再
生
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
都
心
に
は
珍
し
い
雪
に
見

舞
わ
れ
、
人
出
も
少
な
目
で
あ
り
ま

し
た
が
、
商
店
街
の
人
々
に
は
強
い

熱
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

都
心
の
華
や
か
な
商
業
ビ
ル
と
人

情
味
あ
ふ
れ
る
商
店
街
。
特
徴
は
違

い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
活
気
に
あ
ふ

れ
、
そ
の
活
動
は
大
変
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

【
商
店
街
概
要
】

①
香
取
神
社
の
約
２
０
０
ｍ
の
参
道

沿
い
に
明
治
時
代
よ
り
発
展
し
、
江

東
区
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
商
店

街
。

②
平
成
20
年
に
江
東
区
が
公
募
し
た

「
観
光
レ
ト
ロ
商
店
街
モ
デ
ル
事
業
」

に
応
募
し
、
平
成
23
年
春
に「
昭
和

30
年
代
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。

③
周
辺
に
は
亀
戸
駅
前
五
ノ
橋
通
り

商
工
会
、
亀
戸
五
丁
目
中
央
通
り
商

店
街
、
亀
戸
十
三
間
通
り
商
店
街
、

亀
戸
天
神
通
り
商
店
街
が
あ
り
、
下

町
の
人
々
の
生
活
に
密
着
。

東
京
有
楽
町
・
亀
戸
駅
周
辺
商
店
街
を
視
察

亀戸香取勝運商店街を視察する様子

東京電力㈱の
電気料金
について

●当所では宇都宮市、うつのみや市商工会とともに３月１日（木）、東京電力㈱に対し
　「電気料金値上げの適切な見直し」について、強く要望を行いました。

■東京電力㈱ホームページ　http://www.tepco.co.jp

■自由化部門のお客様への料金値上げ対応について（東京電力㈱）
　 http://www.tepco.co.jp/e-rates/corporate/charge/images/20120327_1.pdf

電気料金の値上げに関する情報は、東京電力㈱のホームページをご覧ください。
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振
興
委
員
連
絡
会
議

　

第
１
部
で
は
、
大
谷
地
区
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
市
の
観
光
資
源
で

あ
る「
大
谷
石
」の
再
認
識
を
図
る
た

め
、
大
谷
石
産
業（
株
）様
の
ご
協
力

で
大
谷
石
地
下
採
掘
場「
石
の
里　

希
望
」と
大
谷
寺
の
見
学
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

特
に
大
谷
石
地
下
採
掘
場
で
は
、

約
48
ｍ
も
の
地
下
に
降
り
、
そ
こ
に

広
が
る
地
下
空
間
に
圧
巻
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
第
２
部
の
連
絡
会
議
で

は
、
大
谷
地
区
の
近
況
報
告
と
地
域

情
報
や
業
界
動
向
等
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

振
興
委
員
第
２
回
連
絡
会
議
を
３

月
５
日（
月
）に
開
催
し
、
15
人
の
振

興
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
大
谷
石
」採
掘
現
場
の
視
察
見
学
と
近
況
報
告

大谷石地下採掘場

近況報告をする振興委員

大谷石産業（株）の方から説明を受ける参加メンバー

う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業

　

う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
３
月
16
日

（
金
）、〈
こ
の
指
と
ま
れ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〉を
開
催
し
、
宇
都
宮
大
学
農

学
部
の
夏
秋
知
英
教
授
を
お
招
き

　

中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化
事
業
は
、
経
営
革
新
、
農
商

工
連
携
、
事
業
承
継
、
事
業
再
生

な
ど
、
高
度
化
・
複
雑
化
す
る
中

小
企
業
の
経
営
課
題
に
つ
い
て
、

商
工
会
議
所（
中
小
企
業
支
援
機

関
）を
通
し
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」や「
専
門
家
」が
、
皆

さ
ま
の
経
営
課
題
を
解
決
す
る

「
国
」の
事
業
で
す
。

　

当
所
で
は
、
皆
さ
ま
の
経
営
課

題
解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
無
料

経
営
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
】 

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

（
原
則
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

し
て
、「
事
故
１
年
後
の
環
境
や
食

品
中
の
放
射
性
物
質
」を
テ
ー
マ
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に

伴
っ
て
起
き
た
原
発
事
故
で
、
栃
木

県
内
に
は
放
射
性
物
質
が
飛
散
し
、

周
囲
の
環
境
中
に
堆
積
し
、
食
品
や

環
境
の
汚
染
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で「
目
に
見
え
な
い
放
射
性
物

質
の
循
環
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
」

と
い
う
視
点
か
ら
お
話
い
た
だ
き
、

考
え
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
切
な
こ
と
は
、
放
射
線
・

放
射
能
を
正
し
く
理
解
し
行
動
す
る

こ
と
、
そ
し
て
風
評
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
ま
ず
生
産
者
に
お
い
て

安
全
性
を
発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
早

急
に
構
築
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
栃
木
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
か
ら
技
術
交
流
部
長
の
横
塚
勝

氏
を
お
招
き
し
、
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
放
射
線
測
定
状
況
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
交
流
会
は
、
立
食
形
式

の
パ
ー
テ
ィ
で
参
加
者
が
自
由
に
質

問
す
る
な
ど
、
研
究
・
専
門
機
関
と

企
業
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

【
会
場
】 

宇
都
宮
商
工
会
議
所

相
談
コ
ー
ナ
ー

【
相
談
員
】 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
中
小
企
業
診
断
士
）

【
内
容
】 

経
営
革
新
、
販
売
促
進
、

事
業
再
生
、
事
業
承
継
、
雇
用
問
題

な
ど
経
営
全
般
に
つ
い
て

※
相
談
は
定
例
相
談
日
以
外
で
も
随

時
受
け
付
け
し
ま
す
。
ま
た
、
相
談

の
後
に
専
門
家
を
無
料
で
派
遣
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
こ
の
指
と
ま
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉を
開
催

無
料
経
営
相
談
日
を
開
設
し
ま
し
た

身近な話題だけに、出席者も熱心だったセミナー活発な情報交換が行われた交流会

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

不
動
産
鑑
定
相
談

　

当
所
で
は
、
不
動
産
全
般
に
係

わ
る
相
談
に
対
し
て
、

（社）
栃
木
県

不
動
産
鑑
定
士
協
会
と
共
催
で
、

無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】  

５
月
９
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

【
会
場
】  

当
所
会
員
談
話
室

【
相
談
内
容
】  

不
動
産
の
基
礎
知
識
、

土
地
建
物
等
の
価
格
、
地
代
、
家
賃
、

有
効
活
用
、
相
続
、
補
償
、
そ
の

他
不
動
産
に
係
わ
る
も
の

【
相
談
員
】  

（社）
栃
木
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
不
動
産
鑑
定
士

【
相
談
料
】  

無
料

※
不
動
産
鑑
定
士
と
は
、
地
域
の
環

境
や
社
会
情
勢
な
ど
諸
条
件
を
考
慮

し
て
適
正
な
地
価
等
を
判
断
す
る
唯

一
の
資
格
者
で
す
。

不
動
産
に
関
す
る
ご
相
談・ご
質
問
に
、不
動
産
鑑
定
士
が
応
じ
ま
す

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

本
講
座
は
、
簿
記
の
基
本
か
ら

日
商
簿
記
検
定
試
験
３
級
程
度
の

内
容
で
、
簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ

方
や
、
実
務
に
役
立
て
た
い
方
に

お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】  

６
月
５
日（
火
）
〜
10
月
５
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分　

原
則
毎
週
火
・
金
曜
日　

【
講
義
回
数
】  

34
回（
予
定
）

【
会
場
】  

当
所
大
会
議
室

【
講
師
】  

栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】  

１
万
２
千
円（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

【
定
員
】  

50
人（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

【
受
講
資
格
】  

市
内
在
住
ま
た
は
、

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
方（
学

生
は
除
く
）。

【
申
込
】  

申
込
書（
本
号
折
込
チ
ラ
シ
）

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
受
講

料
を
添
え
て
、
当
所
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
申
込
書
はhttp://

w
w

w
.u-cci.or.jp

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）。

【
申
込
期
間
】  

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

初
級
簿
記
講
座

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営

に
関
す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、

商
工
会
議
所
事
業（
セ
ミ
ナ
ー
、
講

習
会
、
各
種
検
定
試
験
の
情
報
な

ど
）の
ご
案
内
な
ど
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
料
や
回
線
使
用
料
は

各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
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7
万
8
7
5
0
円
〜
）で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を

掲
載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

定
型
の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る

「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方

で
取
材
し
、
記
事
の
よ
う
な
形
で

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
ご
紹
介

す
る「
記
事
型
広
告
」、
発
送
用
封

筒
裏
面
広
告（
6
ヵ
月
単
位
）な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

約
7
0
0
0
事
業
所
の
経
営
者
に

直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地
人
」。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

（
約
7
0
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、

全
国
主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
に
約
8
0
0
0
部
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成
さ

れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封
し
て

発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安

価
に
発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉

■中小企業支援ネットワーク経営相談 （毎月第1・3火曜日）
日　時	 5月1日・15日  午前9時～午後4時
内　容	 経営革新、農商工連携、事業承継、事業再生などあらゆる経営課題
相談員	 ネットワークアドバイザー（中小企業診断）
問合せ	 経営支援部

■不動産鑑定相談（年４回）
日　時	 ５月９日（水）　午後１時３０分～４時３０分	
内　容	 不動産の基礎知識、土地建物の価格、地代、家賃、その他不動産に係わる相談
相談員	 不動産鑑定士（ （社）栃木県不動産鑑定士協会所属）
問合せ	 経営支援部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 4月10日、5月8日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） 
　知的財産権相談（毎月第3金曜日）
日　時	 4月20日、5月11日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部

■産学交流カフェ（毎月第3火曜日）
日　時	 4月17日  午後１時30分〜4時30分
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	 　
問合せ	 地域振興部

◎ 平成23年12月3日～平成24年2月29日
加入分　（順不同・敬称略）

※ 公開不可の事業所は掲載していませ
んのでご了承ください。

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。

会場  法律・発明相談 ・ 知的財産権相談 ・ 産学交流カフェ
　　  中小企業支援ネットワーク経営相談 ・ 不動産鑑定相談は
　　  宇都宮商工会議所  ☎637-3131

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

○合同会社栃木総合企画
宇都宮市一条 4-3-3
☎ 678-5251
業務内容／ 建築業

○大東機工㈱
宇都宮市滝谷町 14-7
☎ 635-0827
業務内容／建設機械リース業

○㈱雅設計事務所
宇都宮市江曽島 5-4-7
☎ 659-0220
業務内容／建築設計業

○㈱ビッグワンＴＳＵＴＡＹＡ竹林店
宇都宮市竹林町 549-1
☎ 616-1808
業務内容／ 書籍・ＣＤ等小売業

○美容室しんぷる
宇都宮市関堀町 975-31
☎ 643-5233
業務内容／ 美容業

○㈱東京コンサルティングオフィス
宇都宮市弥生 2-1-1-103
☎ 601-8343
業務内容／ 経営コンサルタント業

○㈱青和
宇都宮市台新田 1-18-4
☎ 659-1112
業務内容／ 管工事業

○㈱ワタナベ保険設計
宇都宮市西川田本町 2-6-18
☎ 658-9613
業務内容／保険代理業

○㈱中央
宇都宮市御幸本町 4627
☎ 662-1311
業務内容／機械部品製造業

○ＫＡＲＵＭＡ ＴＲＡＤＩＮＧ ㈱
宇都宮市中岡本町 3247-13
☎ 673-1718
業務内容／中古自動車小売業

○㈱アイエス
新宿区四谷 3-7 7F
☎ 03-3355-3561
業務内容／演劇等企画制作業

○㈱グリーンシステムコーポレーション
宇都宮市鶴田町 1435-1
☎ 666-5171
業務内容／建設業

○まるや宇都宮やきそば戸祭店
宇都宮市戸祭 3-4-24
☎ 621-3111
業務内容／飲食業

○Ｍｉｎｏｒ Ｓｗｉｎｇ
宇都宮市中央 1-6-4
☎ 648-3387
業務内容／飲食業

○㈱三富
塩谷郡塩谷町金枝 190-18
☎ 0287-45-2908
業務内容／飲食業

○たまかふぇ
宇都宮市中央 2-1-8 1F
☎ 612-1918
業務内容／飲食業

○ＩＴＳｕｐｐｏｒｔパソコン太郎
宇都宮市御幸ヶ原町 155-40
☎ 080-7003-3677
業務内容／ＩＴ機器セットアップ業

○山潤
宇都宮市東宝木町 7-25
☎ 627-0609
業務内容／室内装飾業

○公益社団法人日本動物福祉協会
   栃木支部

宇都宮市中央 3-5-7
☎ 649-7132
業務内容／愛護動物譲渡業

○㈱ディスク
宇都宮市中央 5-13-3
☎ 634-7558
業務内容／医療機器卸売業

○南山　韓国家庭料理
宇都宮市御幸町 22-16
☎ 663-1630
業務内容／ 飲食業

○㈱安託センター
宇都宮市中戸祭 1-4-8
☎ 625-8617
業務内容／住宅リフォーム業

○エースプランニング
宇都宮市元今泉 4-15-1-105
☎ 612-1997
業務内容／印刷業

○㈱浜野工業
宇都宮市竹林町 234-31
☎ 625-5673
業務内容／建設業

○ＫＳシーリング
宇都宮市板戸町 4062
☎ 667-0450
業務内容／ シーリング工事業

○鈴木商店
宇都宮市宿郷 1-16-11
☎ 633-2817
業務内容／ 瓦屋根工事業

○㈱升智
宇都宮市平出町 4062-4
☎ 689-0025
業務内容／ 食品製造業

○ＮＢＣコンサルタンツ㈱ 
　さいたま支社

さいたま市大宮区桜木町 1-7-5 16F
☎ 048-650-4020
業務内容／経営コンサルタント業

平
成
23
年
12
月
３
日
～
平
成
24
年
２
月
29
日
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

新
入
会
員
の
紹
介



　

マ
ル
経
融
資
は
、
宇
都
宮
市
内
で

1
年
以
上
事
業
を
営
み
、
商
工
会

議
所
の
経
営
指
導
を
6
カ
月
以
上
受

け
、
事
業
の
改
善
に
取
り
組
む
資
金

と
し
て
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
従
業
員
数
】小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
以
下
、
製
造
業
・
そ
の

他
の
業
種
は
20
人
以
下

【
税
金
完
納
】

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
住
民

税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】
1
5
0
0
万
円

【
返
済
期
間
】

運
転
資
金
7
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間

1
年
以
内
）、設
備
資
金
10
年
以
内（
う

ち
据
置
2
年
以
内
）

【
金
利
】
1.
8
5
％

（
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
）

※
金
利
は
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保 

・ 

無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度

　

こ
の
特
別
保
証
は
、
当
所
の
推
薦
に

よ
り
、
事
業
資
金
の
借
入
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上
営

み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
充
た
し
て
い
る

会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】
5
0
0
万
円
、
ま
た
は

平
均
月
商
の
3
倍
ま
で
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額

※
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
の
範
囲
内

で
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
返
済
方
法
】分
割
返
済

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
連
帯
保
証
人
】原
則
と
し
て
保
証
人
は

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
将
来
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

ご
相
談

第一次対応第二次対応

再
生
の
可
能
性
あ
り

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

再
生
（
改
善
）計
画
の

策
定
支
援

●	

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

●	

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
支
援

●	

計
画
の
進
捗
状
況
の
サ
ポ
ー
ト

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

会
員
企
業
限
定
の
特
別
融
資
制
度
で

す
。

　

当
所
会
員
で
、
会
費
を
完
納
し
て
お

り
、
各
種
税
金
の
滞
納
が
無
い
方
で
あ

れ
ば
、
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
金

利
や
手
数
料
な
ど
が
優
遇
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
提

携
金
融
機
関
ま
た
は
、
当
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

市
内
の
10
金
融
機
関
と
提
携

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

提
携
金
融
機
関
と
会
員
メ
リ
ッ
ト

○足利銀行  ☎626-0526 
　手数料無料または金利0.2％優遇（商品により異なります）
○鹿沼相互信用金庫  ☎624-2251  会員向けオリジナル商品 
○烏山信用金庫  ☎636-6611  金利0.25％優遇 
○群馬銀行  ☎634-7181 
　金利0.2％優遇  審査結果を原則翌営業日に回答 
○商工中金  ☎633-8191  金利0.1％優遇　
○筑波銀行  ☎633-1361  会員向けオリジナル商品 
○栃木銀行  ☎633-1241  金利0.2％優遇 
○栃木信用金庫  ☎633-21 1 1  金利0.25％優遇 
○東日本銀行  ☎634-9131  会員向けオリジナル商品
○三菱東京UFJ銀行  ☎0120-250-587  手数料無料金利0.25％優遇

（注）風評被害や計画停電等の影響は、一般マル経が対象となります。 ※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

※風評被害や計画停電等については、対象となりません。

貸付限度 1,000万円（既存の一般マル経とは別枠）

貸付期間
（据置期間）

●運転資金：   7年以内（１年）
●設備資金： 10年以内（２年）

貸付利率

資金使途

担保等

●貸付日から当初３年間 0.95％ （平成24年4月1日現在）

●貸付日から３年経過後 1.85％

災害復旧のための設備資金および運転資金

無担保・無保証人

取扱期間 平成25年3月31日（公庫申込受付分）まで

貸付対象者

災害により直接または間接に被害を受け、被害証明書等を提出できる方
当所の小規模事業者再建支援方針等に沿って事業を行う方

常時使用する従業員が２０人以下
商業・サービス業の場合は５人以下の法人・個人事業主

市内で１年以上営業し、商工会議所の経営指導を６ヵ月以上受け
ている方
税金（所得税、法人税、事業税、市県民税）を原則として、全て完納
している方
その他、多少の制約があります

1

2

3

4

5

　東日本大震災により、直接被害または間
接被害を受けられた小規模事業者の皆さま
は、災害復旧のための設備資金および運転
資金を、無担保・無保証人で申し込むこと
ができる「災害マル経」を、既存の一般マル
経とは別枠で申し込みすることができます。
　詳細はお問い合わせください。

小規模事業者経営改善資金融資に係る震災特例

経営支援部   ☎637-3131問合せ

災害マル経

商工会議所共済制度

1415 April  2012

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
共
済
制
度
／
福
祉
制
度
の
ご
案
内

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
は
、
ア
ク

サ
生
命
と
協
力
し
、
会
員
事
業
所

の
各
種
ニ
ー
ズ（
弔
慰
金
・
見
舞
金

制
度
、
退
職
金
制
度
、
リ
ス
ク
対

策
や
事
業
承
継
な
ど
）を
共
済
制
度

／
福
祉
制
度
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　

経
営
者
・
従
業
員
の
み
な
さ
ま

の
個
人
の
自
助
努
力
に
よ
る
医
療

保
障
、
生
活
保
障
、
財
産
形
成
な

ど
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
各
種

プ
ラ
ン
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

貴
事
業
所
で
も
、
ぜ
ひ
商
工
会
議

所
の
共
済
制
度
／
福
祉
制
度
の
活

用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
５
月
・
６
月
は 

毎
年
恒

例
の
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉

制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
当
所
職
員
・
ア
ク
サ
生
命
社

員
が
お
伺
い
し
た
際
は
、
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

【
取
扱
店
】

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社　

宇
都
宮
営
業
所

〒
3
2
0-

0
8
1
5

宇
都
宮
市
中
河
原
町
3-

19　

宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

【
生
命
保
険
引
受
保
険
会
社
】

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

〒
1
0
8-

8
0
2
0

東
京
都
港
区
白
金
1-

17-
3

☎
0
3-

6
7
3
7-

7
7
7
7（
代
表
）

【
問
合
せ
】

宇
都
宮
商
工
会
議
所  

総
務
部

〒
3
2
0-
0
8
0
6

宇
都
宮
市
中
央
3-

1-

4

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

4
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

4
月
23
日（
月
）

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■ご契約の内容の変更や保険料の経理処理の取扱いには所定の要件があります。
■このご案内は各制度/保険商品の特長を記載しています。ご検討の際には、保険商品の引受保険会社であるアクサ生命が交付する「重要事項説明書（契約概要）」、「重要事項説明書（注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」、「ご契約のしおり・約款」を必ず
ご覧ください。（普通傷害保険部分の引受保険会社はアクサ損害保険です。）
■保険料の経理処理は平成23年4月現在の税制に基づいております。今後税制が変更される可能性もありますのでご留意ください。また、個別の取扱等については、所轄の税務署等にご確認ください。
■生命共済制度・特定退職金共済制度・経営者年金共済制度の引受保険会社および引受割合など詳しくは商品パンフレットをご覧ください。

Form No.0T0579(7.0)  AXA-1109-2353/9F7　2011.10.01　

●保険期間は1年で自動更新、役員・従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。
●医師による診査は不要です。（告知のみでお申込みいただけます。）
●商工会議所独自の給付金（見舞金・祝金等）が付加されています。

役員および従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。

アクサの「一生保障」の
終身保険

保険料長期割安型
[無配当終身保険（低払いもどし金特則付）]

アクサの「治療保障」の
がん保険

[ガン治療保険（無解約払いもどし金型）]

●毎月、定額の掛金を支払うことで、将来支払う退職金を計画的に準備できます。
●法律で定められた退職金支払いのための保全措置が講じられます。　（賃金の支払いの確保等に関する法律　昭和51年法律第34号）
●法人が従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税法施行令　第135条）

従業員の退職金準備にご活用いただけます。

●在任中は死亡保障として、勇退時は解約時の払いもどし金を利用した退職慰労金としてご活用いただけます。
●年金払移行特約を中途付加することで、ご契約の全部または一部を年金払に移行することができます。
●所定の要件により保険料の１／２が損金算入可能です。（全期払と短期払では保険料の経理処理が異なります。）
（「法人税基本通達9-3-5」、および「平成20年2月28日付課法23 課審5-18」）

役員･幹部社員の退職慰労金･弔慰金準備にご活用いただけます。

●「低払いもどし金特則」を付加することにより、割安な保険料で一生涯の保障を準備できます。
●在任中は死亡保障として、勇退時は解約時の払いもどし金を利用した退職慰労金としてご活用いただけます。
●年金払移行特約を中途付加することで、ご契約の全部または一部を年金払に移行することができます。

役員･幹部社員の退職慰労金･弔慰金準備にご活用いただけます。

●変化するガン治療に対応。「ガンを治すこと」をしっかり保障します。
●福利厚生の充実と財源確保に役立ちます。
●法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税基本通達9-3-5、9-3-6の2）

役員・従業員の福利厚生制度の財源確保にご活用いただけます。

●病気・ケガによる入院を一生涯保障します。　　　　　
●日帰り入院から1入院120日まで保障、通算1095日まで一生涯備えることができます。特約を付加することにより所定の生活習慣病による
   長期入院、所定の先進医療も保障します。
●経営者の方が病気・ケガにより入院された場合のリスクに備えることができます。

役員･従業員の入院保障と福利厚生制度の財源確保にご活用いただけます。



会員情報局

6,578

6,578

◎栃木県立博物館 ☎634-1311�
自然系テーマ展
「足尾の鉱物と製錬技術の変遷－猪俣一郎コレクションから」
6月17日（日）まで
かつて日本一の総生産量を誇った足尾銅山。猪俣氏が収集した資
料を中心に、鉱物標本、排ガス浄化に関する試験試料などを展示。
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
宇都宮美術館開館15周年記念
「カミーユ・ピサロと印象派　永遠の近代」
5月27日（日）まで
風景画を得意とした印象派の画家ピサロの油彩画、水彩画、版画
によってその生涯を振り返る。
一般＝1000円／大学生＝600円／高校生以下無料

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
企画展「栃木に生きる－風土・ひと・芸術」
4月21日（日）～6月17日（日）
栃木県ゆかりの作家の作品、栃木の風土や人間を主題とした作品
約120点を展示。四季のめぐりの中での暮らしを体験できるよう
に展示した。
一般＝700円／大高生＝400円／中学生以下無料

1617 April  2012

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
有限会社  レザール広告事務所

☎600-3047 5600-3048
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　
総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

割
引
と
聞
い
て
並
ん
だ
落
し
穴

仏
に
も
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
届
く

ど
か
雪
を
名
残
り
に
春
の
気
配
す
る

〈
評
〉
中
流
意
識
ブ
ラ
ン
ド
に
凝
る
。

〈
評
〉
貰
う
よ
ろ
こ
び
返
す
苦
し
み
。

〈
評
〉
障
子
の
穴
へ
日
脚
延
び
来
る
。

ポ
リ
シ
ー
を
通
す
お
ん
な
の
茨
道

遺
骨
な
き
墓
八
十
を
ま
だ
守
り

就
活
も
済
ん
だ
ス
ー
ツ
の
皺
と
な
る

鴬
に
続
く
草
餅
桜
餅

復
興
へ
手
探
り
の
春
動
き
出
し

節
分
の
豆
に
我
が
齢
確
か
め
る

ど
の
寺
も
花
い
っ
ぱ
い
に
お
中
日

柏
村
久
美
子

平
田
と
み
子

柳
岡　

睦
子

伊
藤　

王
子

古
内
か
ほ
る

大
塚　

栄
子

渡
辺　

一
雄

星　
　

政
造

宮
田　
　

仁

笹
田　

ス
ミ

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
自
営
業
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

第
175
回
荒
井 

宗
明
選

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種　洋服、雑貨 代表取締役  内山 謙一さん

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

【営業時間】12：00〜20：00
【ブログ】http://ameblo.jp/finding-neverland/

ＮＥＶＥＲ
〈Mens〉

宇都宮市二荒町７-19
増渕ビル２階

4028-639-7100

ＣＩＥＬＯ
〈Ladies〉

宇都宮市二荒町８-13
4028-637-4999

ＮＥＶＥＲ、ＣＩＥＬＯ
（㈲ＮＥＶＥＲ ＣＯ．）

　

釜
川
沿
い
の
メ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
、
オ
ー
ナ
ー
厳
選
に
よ

る
大
人
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
宇
都
宮
で
は
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
商
品
も
多
数
。
ぜ
ひ
ご
来
店
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

　
『
日
本
／
権
力
構
造
の
謎
』
な
ど
の
著

作
で
名
高
い
、
オ
ラ
ン
ダ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
書
い
た
本
書
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」「
財

政
緊
縮
」「
脱
原
子
力
」「
沖
縄
」
と
い
っ

た
各
論
に
加
え
、
権
力
の
あ
り
方
に
つ
い

て
無
関
心
な
日
本
人
が
多
い
事
に
つ
い
て

の
危
惧
を
論
じ
て
い
ま
す
。
著
者
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
、
日
本
の
権
力
構
造
や

社
会
体
制
に
つ
い
て
の
分
析
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
、
そ
し
て
同
類
の
書
籍
に
あ

り
が
ち
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
過
度
の
思

い
込
み
を
排
し
た
冷
静
な
文
体
が
、
本

書
を
抜
き
ん
出
た
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

著
者
が
強
調
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ

が
〈
自
由
主
義
社
会
の
旗
手
〉
で
は
な

く
な
っ
た
こ
と
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
影

響
下
か
ら
脱
却
し
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。「
ガ
イ
ジ

ン
の
書
い
た
日
本
論
」
と
バ
カ
に
せ
ず
、

ま
ず
は
ご
一
読
を
。

『
日
本
を
追
い
込
む
５
つ
の
罠
』

カ
レ
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン［
著
］

井
上
実［
訳
］

角
川
書
店

9
4
0
円
＋
税

A
～
I
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉 

最
近
試
し
掘
り
が
始
ま
っ
た
、次
世
代
の
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
有
望
視
さ
れ
て
い
る

             

「
燃
え
る
氷
」と
言
わ
れ
る
海
底
資
源

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
9.
12.
13.
15.
16.
18.
19.

1.
6.
8.
10.
11.
12.
13.
14.
16.
17.
18.
19.
20.
21.

桜が咲く頃のくもりがちの天気
フランスの有力自動車メーカーのひとつ
そんな調子の良いこと言って、何か○○はあるの？
遠山の金さんの名調子「これにて一件○○○○○」
東の空がわずかに明るくなるころ、漢字は「東雲」
そんなつまらない○○を張らないで一緒にやろうよ
風刺のきいた画風で酒場の女や役者を描いたフランスの画家
映画やドラマの撮影に適当な場所を探す○○ハン
漢字では「扁桃」と書く果実。チョコレートにも入っています
朝鮮の伝統的格闘技。今はオリンピックの種目にも
いくら上司の○○○○でも理不尽なものは聞けないね
ことわざ「地獄の○○も金次第」
彼がこの部署に来てからどうも○○○が乱される
今は死語？　「○○は博士か大臣か」

春先に吹く強い南風。雨を伴うことも
「しのぶれど○○に出にけり我恋は…」百人一首平兼盛の歌
次世代の超微細技術
○○の音も出ないくらい完敗を喫してしまった
君はどうも○○○が多すぎる。もっと冷静に対処してよ
暗くて物の区別もつかないことを「○○○も分かず」
きまり悪くてつい○○笑いでゴマかした
かつての名作映画を○○○○して制作
肩胛骨と胸骨をつなぐ左右一対の骨
大阪のオバチャンたちの好物とされる「○○、タコ、ナンキン」
木製の目標玉に金属の球を投げ合い、その近さを争うゲーム
体つきなどがすらりとした女性などを「あの娘○○○○○だね」などと
「ジャパン○○○」「アース○○○」など支援のためのコンサートが各地で
小麦にバター、牛乳などを混ぜて焼いた菓子。ティータイムにつきもの

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

サ
イ
ム
フ
リ
コ
ウ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「 家庭」
家
庭
と
い
う
言
葉
に
は

「
庭
」
と
い
う
漢
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。

庭
は
手
入
れ
が
大
切
。

う
ま
く
手
を
入
れ
れ
ば
、

ど
ん
ど
ん
素
敵
な
庭
に
な
り
ま
す
。

同
じ
く
、
家
庭
も

手
を
入
れ
、

心
を
こ
め
て
丁
寧
に
育
ん
で
い
け
ば
、

必
ず
、
素
敵
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

た
と
え
、
今
は
荒
れ
て
い
た
と
し
て
も
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　

１
９
７
５
年
熊
本
生
ま
れ
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天

地
人
」
の
題
字
な
ど
を
揮
毫
。
日
テ
レ
「
世
界
一
受

け
た
い
授
業
」
な
ど
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
出
演
。
著
書

に
作
品
集
『
た
の
し
か
』『
書
愉
道
』『
ひ
ら
く
言
葉
』

『
し
ょ
ぼ
ん
』、
新
刊
に
『
書
の
道
を
行
こ
う
〜
夢
を

か
な
え
る
双
雲
哲
学
〜
』『
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
ば
か
り
注

文
す
る
な
』
な
ど
が
あ
る
。

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ・そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉



第76回

二荒山神社境内に建立された顕彰碑

南新町に建立された勅旌碑
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四
月
十
三
日（
金
）～
十
七
日（
火
）　

弥
生
祭（
日
光
市
日
光
）

　
奈
良
時
代
か
ら
続
く
日
光
二
荒
山
神
社
の

例
祭
と
し
て
知
ら
れ
る
。
古
か
ら
の
し
き
た

り
と
格
式
を
重
ん
じ
る
た
め
、
町
内
同
士
で

い
ざ
こ
ざ
が
よ
く
発
生
す
る
。
別
名「
ご
た
祭

り
」。
見
ど
こ
ろ
は
、
東
町
、
西
町
か
ら
繰
り

出
さ
れ
る
十
二
台
の
花
家
体
。
日
光
の
春
の

訪
れ
を
知
ら
せ
る
祭
り
で
あ
る
。十
六
日（
月
）

に
は
宵
祭
が
行
わ
れ
る
。

四
月
二
十
日（
金
）

大
猷
院
殿
御
祥
忌
法
要（
日
光
市
日
光
）

　
家
光
公
の
法
要
が
、
輪
王
寺
門
跡
お
導
師

の
も
と
、
七
条
袈
裟
の
僧
侶
総
出
仕
で
執
り

行
わ
れ
る
。
大
猷
院
殿
と
は
、
後
光
明
天
皇

よ
り
賜
っ
た
家
光
公
の
諡
号
の
こ
と
。

四
月
二
十
二
日（
日
）

唐
澤
山
神
社
奉
納
武
道
大
会（
佐
野
市
）

　
唐
澤
山
神
社
は
、
平
将
門
を
滅
ぼ
し
た
藤

原
秀
郷
を
祀
る
神
社
。
こ
の
日
境
内
で
、
柔
道
、

弓
道
、
剣
道
の
試
合
が
奉
納
さ
れ
る
。
二
十
五

日（
水
）に
は
、
春
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

四
月
二
十
九
日（
祝
・
昭
和
の
日
）　

百
村
の
百
堂
念
仏
舞（
那
須
塩
原
市
黒
磯
）

　
百
村
の
鎮
守
、
愛
宕
神
社
の
祭
礼
に
奉
納

さ
れ
る
念
仏
舞
。
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を

祈
願
す
る
も
の
。
光
徳
寺
を
出
発
し
、
笛
の

音
に
合
わ
せ
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
東
福
寺
、

百
村
本
田
を
練
り
歩
き
、
愛
宕
神
社
で
踊
り

が
上
演
さ
れ
る
。
踊
り
手
の
中
心
は
地
元
の

小
中
学
生
。
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
。

に
生
ま
れ
、
の
ち
に
祖
先

が
武
将
蒲
生
氏
郷
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
崇
敬
の
念

を
込
め
て
自
ら
蒲
生
姓
を

名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

君
平
の
名
前
を
不
動
の
も

の
に
し
た
の
が
、
歴
代
天
皇

陵
九
十
二
陵
を
実
地
調
査
し

考
証
し
た『
山
陵
志
』で
あ

る
。
今
も
使
わ
れ
る「
前
方
後
円
墳
」

と
い
う
名
称
は
、
こ
の
と
き
考
案
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
後
の
山
陵
研
究
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
八
一 

三（
文

化
十
）年
、
四
十
六
歳
で
没
。
江
戸
谷

中
坂
下
の
臨
江
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　

君
平
の
没
後
五
十
年
の
歳
月
を
経
た

一
八
六
二（
文
久
二
）年
、
宇
都
宮
藩

に
よ
る
山
陵
修
補
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
れ
は
坂
下
門
外
事
件
の
際
、
藩
士

か
ら
関
係
者
を
出
し
、
幕
府
の
嫌

疑
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
藩
士

縣
六
石
の
進
言
に
よ
り
、「
幕
府

を
助
け
朝
廷
に
勤
王
を
尽
く
す
に

は
、
宇
都
宮
の
生
ん
だ
蒲
生
君

平
の
志
を
継
い
で
、わ
が
藩
に
よ
っ

て
山
陵
修
補
の
事
業
を
起
こ
す

こ
と
が
最
上
の
策
」（『
偉
人
蒲

生
君
平
の
生
涯
』岩
崎
良
能
）

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

幕
府
か
ら
山
陵
修
補
を
許

さ
れ
た
戸
田
忠
至
は
、
山
陵

奉
行
に
任
じ
ら
れ
、一
八
六
五

（
慶
応
元
）四
月
、
四
年
の
歳
月
と

二
十
二
万
七
千
五
百
六
十
八
両
を
費

や
し
、
こ
の
事
業
を
成
し
遂
げ
た
。
こ

の
功
績
に
よ
り
宇
都
宮
藩
は
、
幕
府

の
処
罰
を
免
れ
、
明
治
維
新
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。

　
一
八
六
九（
明
治
二
）年
、
明
治
天

皇
は
君
平
の
功
績
を
讃
え
、
勅
命
に

よ
り「
勅
旌
忠
節
蒲
生
君
平
里
」と

刻
し
た「
勅
旌
碑
」を
宇
都
宮
の
入

口
に
あ
た
る
南
新
町（
現
花
房
三
丁

目
）に
建
立
さ
せ
た
。
ま
た
、
天
皇

は
一
八
八
一（
明
治
十
四
）年
、
君
平

に
正
四
位
を
追
贈
。
こ
の
贈
位
に
対

し
て
、
有
志
に
よ
る
顕
彰
碑
建
立
の

気
運
が
湧
き
起
こ
り
、
発
起
人
に
は
、

久
我
建
通
、
東
久
世
通

、
戸
田
忠

友
、
樺
山
資
雄
が
名
を
連
ね
、
全
国

か
ら
賛
意
を
募
っ
た
。
募
金
運
動
は

功
を
奏
し
、
二
荒
山
神
社
境
内
に
、

仙
台
伊
那
石
に
よ
る
碑
高
三・六
メ
ー

ト
ル
、
幅
二・四
メ
ー
ト
ル
余
の
大
碑

が
建
立
さ
れ
た
。

贈正四位蒲生君平碑
　

二
荒
山
神
社
境
内
の
西
側
、
西
参

道
に
二
つ
の
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い

る
。
ひ
と
つ
は「
日
露
戦
役
戦
捷
記

念
碑
」、
も
う
ひ
と
つ
は「
贈
正
四
位

蒲
生
君
平
碑
」で
あ
る
。
顕
彰
碑
の

説
明
板
に
よ
れ
ば
、
篆
額
は
大
勲
位

有
栖
川
熾
位
親
王
の
御
洗
筆
、
撰
文

は
文
学
博
士
重
野
安
繹
、
書
は
元

老
院
審
議
官
巌
谷
修
と
あ
り
、
建

立
は
一
八
八
九（
明
治
二
十
二
）年
六

月
十
二
日
と
あ
っ
た
。

　

蒲
生
君
平
は
、
高
山
彦
九
郎
、
林

子
平
と
と
も
に「
寛
政
の
三
奇
人
」と

並
び
称
さ
れ
た
偉
人
。
一
七
六
八（
明

和
五
）年
、
宇
都
宮
新
石
町（
現
小

幡
一
丁
目
）で
油
商
を
営
む
福
田
家



明日を切り拓く宇都宮の企業

U t s u n o m i y a C o m p a n y s×

株式会社箕輪製作所
代表取締役社長   箕輪  祐之

設立／昭和42年

事業内容／
鉄管継手、流体継手の製造

住所／宇都宮市瑞穂３-４-12
（瑞穂野工業団地内）
☎ 028-656-2067（代）

同 社で生 産し
ているさまざま
な継手部品。

会長の矢嶋昭司氏（写真右）と、社長の矢嶋史朗氏。
壁に掛かる絵画は会長の作品
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継
手
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
２
つ
の

機
械
部
分
を
接
続
す
る
器
具
で
す
。
英

語
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば

ガ
ス
管
と
ガ
ス
管
を
接
続
す
る
部
分
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
ね
。
中
に
バ
ル
ブ
を
入
れ

て
、
逆
流
を
防
い
だ
り
漏
れ
を
防
止
す
る

も
の
も
、
あ
り
ま
す
。
流
体
継
手
に
は
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も

で
製
造
し
て
い
る
の
は
、
中
に
流
体
（
液

体
や
気
体
、
粉
体
な
ど
の
総
称
）
を
通

す
た
め
の
継
手
で
す
。

　

私
ど
も
で
は
日
東
工
器
㈱
と
資
本
関

　

そ
う
で
す
ね
。
コ
ス
ト
競
争
に
巻

き
込
ま
れ
た
く
は
な
い
の
で
す
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
否
応
無
く
攻
め
て
き

ま
す
。
た
だ
、
短
納
期
や
少
数
生

産
、高
精
度
の
要
求
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
か

ら
。
打
ち
合
わ
せ
の
時
に
「
え
、
そ

ん
な
も
の
、
で
き
る
の
か
」
と
思
う

よ
う
な
要
求
で
も
、
全
力
を
あ
げ
て

応
え
る
こ
と
で
、
取
引
先
か
ら
の
信

頼
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
に
は
後
継
者
の
育
成
で
す

ね
。
私
も
も
う
54
歳
で
す
か
ら
、
そ

ろ
そ
ろ
始
め
て
お
か
な
く
て
は
。
そ

れ
か
ら
、
海
外
の
安
い
製
品
に
対
抗

で
き
る
企
業
体
質
、
生
産
体
制
の
確

立
で
す
ね
。

係
に
あ
り
、
同
社
の
製
品
『
カ
プ
ラ
』

シ
リ
ー
ズ
を
生
産
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
会
社

か
ら
の
受
注
も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在

１
０
０
以
上
の
ア
イ
テ
ム
を
製
造
し
て
い

ま
す
。

　

い
え
、
先
代
が
設
立
し
た
当
初
は
、

自
動
車
部
品
の
製
造
な
ど
を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
継
手
の
製
造
が
業
務

全
体
の
約
８
割
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
自
動

車
関
連
の
部
品
も
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

作
り
方
と
し
て
は
、
素
材

を
切
削
し
て
い
く
の
で
す
が
、

素
材
の
種
類
で
刃
物
を
変
え

な
く
て
は
い
け
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
あ
ま
り
手
が
け
た
こ
と
の

な
い
素
材
を
使
う
場
合
に
は
、

適
切
な
刃
物
や
削
り
方
を
、

試
行
錯
誤
で
見
つ
け
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ

も
多
い
で
す
し
、
ま
た
過
去

の
デ
ー
タ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
ま
す

か
ら
、
ま
っ
た
く
ゼ
ロ
か
ら
試

し
て
行
く
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
苦
労
は
あ

り
ま
す
ね
。

　

震
災
の
際
に
は
、
会
社
の
ス
タ
ッ
フ

や
設
備
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
動
車
関

係
に
つ
い
て
は
受
注
に
影
響
が
出
ま

し
た
が
、
７
月
く
ら
い
ま
で
に
は
回

復
し
ま
し
た
ね
。
継
手
は
特
に
大

き
な
影
響
は
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

む
し
ろ
、
計
画
停
電
の
方
が
、
い
ろ

い
ろ
大
変
で
し
た
。

　

タ
イ
水
害
の
影
響
で
一
時
期
、
継

手
の
受
注
が
増
え
ま
し
た
。
現
在

も
実
は
継
続
し
て
い
る
の
で
す
が
、

設
備
に
限
り
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
痛

し
痒
し
と
い
う
こ
と
も
、あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
、
経
営
者
と
し
て
は
、
タ
イ

で
の
生
産
体
制
が
回
復
し
た
後
の
わ

が
社
の
受
注
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ

手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か

ら
、
喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い

の
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
で
す
。

Information

㈱箕輪製作所 本社社屋

も
に
地
域
貢
献
を
目
指
し
て
い

ま
す
」
と
平
成
16
年
か
ら
同
社

の
社
長
も
兼
務
す
る
史
朗
社
長
。

発
展
の
鍵
と
な
る
の
は
、
人
材

育
成
と
店
舗
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ

ル
向
上
。
１
２
０
人
を
超
え
る

従
業
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
武
器

に
、
そ
の
目
は
未
来
へ
と
ま
っ
す

ぐ
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

第16回

　

明
治
元
年
の
戊
辰
戦
争
に
よ
り
焼

け
野
原
と
な
っ
た
宇
都
宮
城
下
が
復

興
を
遂
げ
、
宇
都
宮
駅
が
開
業
し
た

明
治
18
年
。
県
内
の
政
治
・
文
化
・

経
済
の
中
心
地
と
な
り
近
代
化
に
向

け
て
動
き
出
し
た
宇
都
宮
（
宮
島
町
）

に
、
57
歳
の
初
代
矢
嶋
藤
兵
衛
氏
が

砂
糖
荒
物
雑
貨
商
「
升
屋
」
を
開
業

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
マ
ス
ト
ー
商
事

の
起
源
で
す
。
商
売
の
基
礎
を
強
固

に
し
た
の
は
、
二
代
目
の
矢
嶋
藤
吉

氏
。
商
業
都
市
と
し
て
華
開
い
た
宇

都
宮
市
の
中
心
、
日
野
町
に
店
を
構

え
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

石
油
（
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
社
の
前

身
）
の
販
売
代
理
店
と
な
る
な
ど
先

見
性
に
富
ん
だ
経
営
で
店
を
盛
り

立
て
ま
し
た
。「
升
屋
の
藤
吉
」
を

略
し
て
「
升
藤
（
マ
ス
ト
ー
）」
と

い
う
店
の
愛
称
が
生
ま
れ
た
の
も

こ
の
時
期
。
そ
の
後
の
太
平
洋
戦

争
前
後
の
厳
し
い
時
代
を
家
族
の

協
力
で
乗
り
切
り
、
マ
ス
ト
ー
商
事

は
砂
糖
と
石
油
を
軸
に
、
順
調
に
商

い
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
毎
年
１

つ
ず
つ
マ
ス
ト
ー
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
が
増
え
て
い
っ
た
、
そ
ん
な
時

代
で
し
た
」
と
高
度
成
長
期
を
振

り
返
る
、
現
社
長
で
六
代
目
の
矢

嶋
史ふ

み
あ
き朗
氏
。
祖
父
に
あ
た
る
四
代

目
良
吉
氏
に
は
、
跡
継
ぎ
と
し
て
ず

い
ぶ
ん
可
愛
が
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
「
い
い
時
代
」
は
永
遠
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
１
９
７
０
年
代
、
日
本
で
は
車

が
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も

て
は
や
さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
も
商
材
と

し
て
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
く
と
誰

も
が
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
次
々
と
倒
産
し

て
い
た
ん
で
す
」
と
話
す
の
は
、
平

成
元
年
か
ら
社
長
と
し
て
経
営
に

あ
た
っ
た
現
会
長
の
矢
嶋
昭
司
氏
。

70
年
代
に
ア
メ
リ
カ
を
視
察
し
「
日

本
の
ガ
ソ
リ
ン
業
界
は
20
年
遅
れ
て

い
る
」
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
先

行
き
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
昭
司

氏
は
、
昭
和
61
年
に
、
既
に
ア
メ
リ

カ
で
需
要
の
拡
大
し
て
い
た
レ
ン
タ

カ
ー
事
業
に
着
手
。「
ど
う
努
力
し

て
も
、
世
の
中
の
流
れ
に
逆
ら
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
経
営
を
継
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、
従
来
の
商
売
に

こ
だ
わ
ら
ず
に
、
社
会
の
変
化
に
応

じ
た
新
た
な
変
身
が
必
要
だ
と
考

え
ま
し
た
」
と
当
時
の
心
境
を
明

か
し
ま
す
。

　

そ
の
後
ス
タ
ン
ド
業
界
の
変
化

が
急
速
に
進
み
、
同
社
は
平
成
12
年

に
石
油
製
品
の
販
売
事
業
か
ら
撤

退
。
同
時
に
、
オ
リ
ッ
ク
ス
レ
ン

タ
カ
ー
栃
木
を
全
額
出
資
子
会

社
と
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
関
連
事

業
を
営
業
の
柱
へ
と
転
換
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
創
業
時
か
ら
の

商
材
で
あ
る
砂
糖
を
主
と
し
た

食
品
卸
売
部
門
の
整
理
を
経
て
、

現
在
は
石
井
町
に
本
社
を
置
き
、

不
動
産
賃
貸
業
を
営
み
な
が
ら
、

新
た
な
変
化
へ
の
対
応
を
模
索
中

で
す
。

　

一
方
、
オ
リ
ッ
ク
ス
レ
ン
タ

カ
ー
栃
木
の
事
業
所
数
は
、
平

成
12
年
当
時
の
3
カ
所
か
ら
現

在
は
13
カ
所
（
栃
木
9
、福
島
4
）

へ
と
拡
大
。「
店
舗
ス
タ
ッ
フ
と

の
強
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
組

織
を
固
め
、
事
業
の
発
展
と
と

　
明
治
18
年
創
業
の
マ
ス
ト
ー
商
事
㈱
に
は
、
二
つ
の
看
板
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
に
は

「
砂
糖
荒
物
商
」の
文
字
。
も
う
一
つ
は「
紐
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
會
社
」の
正
規
販
売
代
理
店
の
証
で

あ
る
丸
看
板
。
そ
し
て
現
在
の
本
社
の
外
壁
に
光
る
の
は
オ
リ
ッ
ク
ス
レ
ン
タ
カ
ー
の
マ
ー
ク
。
宮
の

老
舗
商
社
で
あ
る
同
社
の
1
2
7
年
の
歩
み
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

時
流
に
即
し
た
事
業
展
開
で
地
域
に
貢
献

マ
ス
ト
ー
商
事 

株
式
会
社  

1
8
8
5
（
明
治
18
年
）年
創
業

マストー商事株式会社
[本社] 宇都宮市石井町3373-21

1028-657-0022(代)

オリックスレンタカー栃木株式会社
●宇都宮市内店舗  

オリックスレンタカー宇都宮駅西口店
宇都宮市大通り4-3-19  1028-627-0543

オリックスレンタカー宇都宮陽東店
宇都宮市陽東1-9-23  1028-683-2543

オリックスレンタカー宇都宮駅東口店
宇都宮市東宿郷1-5-19  1028-651-2543

レンタカージャパレン宇都宮駅前営業所
宇都宮市大通り2-4-13  1028-632-5515

オリックス㆑ンタカー宇都宮陽東店

明治時代から戦前まで店先に掛けられ
ていたホーロー挽きの看板も、同社の
歴史を物語る貴重な品々の一つ

二
代
目
藤
吉
時
代
か
ら
店
の
大
黒
柱
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
看
板

顧客ニーズにすぐ応えられる技術と納期の重要性

—

継
手
を
製
造
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
が
。

—

設
立
当
初
か
ら
継
手
製
造
だ
っ
た

の
で
す
か
。

—

一 

般
の
人
に
は
な
じ
み

が
少
な
い
継
手
で
す
が
、
製

造
の
難
し
さ
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

—

震
災
や
タ
イ
水
害
の
影
響
な

ど
は
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

—

大
手
企
業
の
海
外
へ
の
拠
点
移
動

や
、
安
い
海
外
製
品
の
流
入
な
ど
は
、

製
造
業
全
体
の
問
題
で
す
ね
。

—

今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

第4回

宇都宮市内で “ものづくり” や
“ 商品開発 ”などに力を注ぐ「未
来志向型企業」の経営者にご
登場いただき、取り組みをお話
しいただく本コーナー。第４回
は、管をつなぐ鉄管継手や流
体継手などの製造を行なってい
る、㈱箕輪製作所の箕輪祐之
社長です。

株式会社 箕輪製作所

㈱箕輪製作所代表取締役社長　箕輪祐之氏



宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

オ
リ
オ
ン
通
り
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
、
栃
木
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
中
心
商
店
街
活
性
化
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
宇
都
宮
市
観
光
振
興
促
進
事
業

補
助
金
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

宇
都
宮
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
２
０
１
２
i
n
オ
リ
オ
ン

開
催
・
作
品
募
集
案
内

「
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
」の
対
象
事
業
主
が
拡
大
さ
れ
ま
す

バ
ン
バ「
こ
い
の
ぼ
り
ぬ
り
え
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」の
作
品
募
集

　

宇
都
宮
市
で
は
、
体
験
型
観
光
の
推

進
の
た
め
、
ま
ち
か
ど
観
光
体
験
館
お

よ
び
そ
の
他
の
観
光
施
設
を
整
備
し
て
、

運
営
・
経
営
し
よ
う
と
す
る
個
人
・
企

業
・
団
体
等
を
対
象
に
、
費
用
の
一
部

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
い

内
容
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
ま
ち
か
ど
観
光
体
験
館
整
備
事
業

【
対
象
者
】 

製
品
の
製
作
工
房
等
を
一 

般
に
公
開
し
、
各
種
体
験
事
業
を
提
供

す
る
者

【
エ
リ
ア
】 

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
に
規
定
す
る
区
域
お
よ
び
大
谷
観

光
推
進
基
本
計
画
に
規
定
す
る
大
谷
・

多
気
・
古
賀
志
エ
リ
ア

【
補
助
内
容
】 

施
設
の
内
装
改
造
工
事
、

備
品
購
入
、
装
飾
品
等
購
入
に
係
る
経

費
の
１
／
３
以
内
最
大
２
０
０
万
円
の

補
助

②
観
光
施
設
整
備
事
業

【
対
象
者
】 

土
産
品
販
売
店
ま
た
は
飲

食
店
を
新
規
出
店
し
よ
う
と
す
る
者

【
エ
リ
ア
】 
大
谷
観
光
推
進
基
本
計
画
に

規
定
す
る
大
谷
・
多
気
・
古
賀
志
エ
リ
ア

【
補
助
内
容
】 

施
設
の
内
装
改
造
工
事

の
１
／
３
以
内（
最
大
80
万
円
の
補
助
）、

お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
の
備
品
等
購
入

に
係
る
経
費
の
１
／
３
以
内（
最
大
50

万
円
の
補
助
）

ジ（http://w
w

w
.banba.info/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
園
・
学
校
で

配
布
さ
れ
た
用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
締
切
】  

４
月
20
日（
火
）必
着（
当
日
消
印
有
効
）

【
賞
】

部
門
ご
と
に
金
賞
１
本
、
銀
賞
３
本
、

銅
賞
５
本
、
入
選
５
０
本
を
選
考

（
部
門　

①
幼
稚
園
・
保
育
園　

②
小

学
校
１
・
２
年
生　

③
小
学
校
３
・
４

年
生　

④
小
学
校
５
・
６
年
生
）

【
発
表
】

◎
園
・
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
の
方
に

通
知
し
ま
す
。

◎
入
賞
作
品
は
、
４
月
28
日（
土
）
～

５
月
６
日（
日
）の
間
、
宇
都
宮
市
バ
ン

バ
出
張
所
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
し
ま

す
。

問合せ

宇
都
宮
市
観
光
交
流
課

観
光
グ
ル
ー
プ

☎
6
3
2-

2
4
3
6

問合せ

N
P
O
法
人

宇
都
宮
中
心
商
店
街
活
性
化
委
員
会

☎
6
1
6-

3
7
4
4

問合せ

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
会

（
宇
都
宮
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街

振
興
組
合
内
）

☎
6
3
8-

4
0
3
0

（
月
・
木
・
金  

午
前
10
時
〜

午
後
５
時
）

　

オ
リ
オ
ン
通
り
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
自
由
な
絵
画
表
現
や
、
み
ん
な

で
創
る
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ

と
、
そ
し
て
、
一
般
の
方
々
に
も
ア
ー

ト
の
場
を
提
供
し
た
い
と
の
願
い
で
、

ア
ー
ケ
ー
ド
上
部
か
ら
作
品
を
吊
下

げ
、
展
示
を
行
う
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト

を
４
月
29
日（
日
・
祝
）か
ら
１
カ
月

に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
期
間
中
に
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
、
オ
リ
オ
ン
通
り
内
を
カ
ラ

フ
ル
に
彩
る
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
作
品
出
展
者
の
募
集
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
申
込

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

４
月
29
日（
日
・
祝
）〜
５
月
27
日（
日
）

【
場
所
】

オ
リ
オ
ン
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
内（
ア
ー

　

宇
都
宮
中
心
市
街
地
の
９
商
店
街
お

よ
び
大
型
店
で
組
織
す
る
宇
都
宮
中
心

商
店
街
活
性
化
委
員
会
で
は
、
マ
チ
ナ

カ
文
化
の
発
信
や
伝
承
を
図
り
、
中
心

市
街
地
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、「
こ
い
の
ぼ
り
ぬ
り
え

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】 

こ
い
の
ぼ
り
の
ぬ
り
え（
配
布
さ
れ
た

　

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
と
は
、
障

害
者
の
雇
用
に
伴
う
事
業
主
の
経
済
的

負
担
の
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、
全
体

と
し
て
の
障
害
者
の
雇
用
水
準
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
障
害
者
雇
用

納
付
金（「
納
付
金
」）の
徴
収
、
障
害
者

雇
用
調
整
金（「
調
整
金
」）、
報
奨
金
の

支
給
、
各
種
の
助
成
金
の
支
給
を
行
う

制
度
で
す
。

　

平
成
20
年
に
改
正
障
害
者
雇
用
促
進

法
が
成
立
し
、
障
害
者
雇
用
納
付
金
制

度
の
対
象
事
業
主
が
段
階
的
に
拡
大
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

改
正
の
目
的
は
、
中
小
企
業
に
お
け

る
障
害
者
雇
用
状
況
の
改
善
が
遅
れ
て

ケ
ー
ド
上
部
か
ら
作
品
を
吊
下
げ
て

展
示
し
ま
す
）

◎
作
品
募
集
要
項

【
フ
ラ
ッ
グ
サ
イ
ズ
】

縦
２
４
０
〜
２
５
０
c
m
×
横
１
７

０
〜
２
０
０
c
m
（
縦
長
の
デ
ザ
イ

ン
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

【
締
切
】

４
月
22
日（
木
）必
着

【
テ
ー
マ
】

私
の
大
切
な
も
の
・
動
物
・
季
節

頑
張
れ
日
本（
絆
・
元
気
に
な
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
ろ
う
）

【
出
展
方
法
】

作
品
の
直
接
持
込
ま
た
は
製
作
イ
ベ

ン
ト（
※
）に
参
加
・
制
作
し
、
会
場

に
て
直
接
提
出
の
い
ず
れ
か

【
そ
の
他
】

フ
ラ
ッ
グ
は
主
催
者
に
て
ご
用
意
し

ま
す
。

※
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
展
参
加
申
込
者

に
限
り
、
４
月
22
日（
日
）に
オ
リ
オ

ン
通
り
内
で
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
製
作

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

用
紙
）に
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色
鉛
筆
、
水

彩
絵
の
具
な
ど
で
塗
っ
て
く
だ
さ
い

（
切
り
絵
で
も
可
）。

【
対
象
】 

 

宇
都
宮
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
学
校
に
通
園
通
学
す
る
お
子
様

【
申
込
】  

応
募
用
紙（
ぬ
り
え
）に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
園
・
学
校
単
位
で
一
括
申

し
込
み
を
す
る
か
、
個
人
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙（
ぬ
り
え
）は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

お
り
、
地
域
の
身
近
な
雇
用
の
場
で
あ

る
中
小
企
業
の
障
害
者
雇
用
の
促
進
を

図
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
前
年
度（
平
成

27
年
4
月
か
ら
平
成
28
年
3
月
ま
で
）の

各
月
の
雇
用
障
害
者
数
を
も
と
に
、

◎
納
付
金
の
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
法
定
雇
用
率（
１
・
８
％
）を
下
回
る

場
合
は
、
納
付
金
の
納
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◎
法
定
雇
用
率
を
上
回
る
場
合
は
、
調

整
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
の
取
り
組
み
等
、
早
め

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.jeed.or.jp/

栃
木
高
齢
・
障
害
者

雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
6
1
0-

0
6
5
5

栃
木
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

☎
6
3
7-

3
2
1
6

●
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

●
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
の
相
談

道行く人々を楽しませるフラッグ
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　今月号の特集２では、新入社員教育について
掲載しました。
　新入社員がいち早く会社の戦力になって欲
しいと願うのは、経営者共通の思いです。今回
は参考までに４つのポイントを挙げましたが、自社に合っ
た教育を行い、優れた人材を育成してください。「人は石
垣、人は城」とはよく言いますが、なんといっても、企業を
支えるているのは商品やサービスはもとより、優秀な人材
なのです。

障害者雇用納付金制度の適用対象拡大のスケジュール

適用対象となる事業主

常時雇用する労働者数が
３０１人以上の事業主

常時雇用する労働者数が
２００人を超える事業主

常時雇用する労働者数が
１００人を超える事業主

平成22年
6月まで

平成27年
４月から

平成22年7月から
平成27年3月まで
（現在）

スケジュール

2223 April  2012

●
2
階
プ
チ
プ
レ
リ

　

   

ラ
ン
チ
価
格
を
値
下
げ
し
ま

し
た
。
サ
ラ
ダ
バ
ー
、
選
べ
る

メ
イ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
、
ス
ー
プ

付
き
で
１
、０
０
０
円
。
お
得

感
た
っ
ぷ
り
の
内
容
で
す
。

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
10
時

☎
6
6
6-

8
7
8
5

【
営
業
時
間
】

   （
4
月
1
日
か
ら
変
更
し
ま
し
た
）

●
1
階
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ

　
　

 

こ
れ
ま
で
の
カ
レ
ー
ラ
ン
チ

に
加
え
て
、
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ

ラ
ン
チ
、
牛
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
ラ
ン

チ
の
二
種
類
を
追
加
し
、
計
三

種
類
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
で
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の

み
や
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ

る
案
内
所
を
、
毎
週
日
曜
日
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
4
月
15
日
・

22
日
・
29
日
、
5
月
6
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日

ま
ち
な
か
案
内
所

宮カフェ事務所 ☎635-0021問合せ／

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
6
6
6-

8
9
3
8

【
営
業
時
間
】

ハヤシ
ランチ 
600円

サーロイン
ステーキ

ボンゴレ
ビアンコ

ハンバーグ
ランチ 
600円

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
が

改
定
に
な
り
ま
し
た
！

店舗
情報




